
文化財の英語解説のあり方に関する有識者会議の開催について 

 

１． 趣旨 

2020 年東京オリンピック・パラリンピックを見据え、文化財の本来の価値・魅力をわか

りやすく外国人観光客に伝えられるような環境整備を促進することが必要である。地方公共

団体の教育委員会・観光部局及び文化財所有者が文化財の英語解説を行う際に参考になるよ

うな優良事例集をとりまとめるため、必要な検討を行う場として本会議を開催する。 

 

２． 検討事項 

（１）文化財を英語解説する際の表現上の留意点 

（２）文化財を英語解説するために必要な体制及び人材の確保 

（３）その他 

 

 

３． 検討方法 

（１）本会議は、文化庁長官と観光庁長官が協働し、別紙の有識者等の参集を求めて開催

する。 

（２）必要に応じ、別紙以外のものにも参集を求めるほか、関係者の意見等を聴くことが

できる。 

 

４． 検討期間 

平成２７年１０月～平成２８年３月 

 

５． 会議の運営について 

（１）本会議において配付された資料は、原則として公開する。 

（２）本会議の議事要旨を作成し、会議終了後、速やかに公表する。 

（３）その他本会議の運営に関し必要な事項は、本会議において定める。 

 

６． その他 

この有識者会議に関する庶務は、文化庁及び観光庁が協働して行う。 
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